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皮膚科領域 におけるCefdinirの 臨床 的検討

赤枝民世 ・朝田康夫
関西医科大学皮膚科学教室*

(主任:朝 田康夫教授)

新 し く開 発 され た 経 口 セ フ ァロス ポ リン剤 で あ るcefdinirを 浅在 性 化膿 性 疾 患 に用 い,有 効 性及

び安 全性 を検 討 した 。対 象 疾 患 は毛 の う炎1例,癬4例,爪 囲炎1例,感 染 性 粉瘤2例,下 腿 潰瘍

の二 次感 染1例 の計9例 であ っ た。

薬 剤 は1回50～100mgを1日3回,3～12日 間 経 口投 与 した。疾 患 別 の臨床 効 果 は著 効4例,有

効4例,や や 有効1例 で あ り,有 効 率 は89%で あ った。 細 菌学 的 効果 は9株 中8株 が 消失 し,消 失

率 は89%で あ った 。 副作 用 は軟 便,発 疹 が それ ぞ れ1例 ず つ認 め られ た が,投 与 中止後 消失 し重篤

な もの はな か った 。
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Cefdinir (CFDN)は 藤沢薬品研 究所 で開発 され た経口 セ

フ ァロスポ リン剤で,Fig.1に 示す化学構造式 を有 する抗菌剤

である。本剤 は,グ ラム陽性,陰 性菌 に対 し広範な抗菌 スペ ク

トラムを有 し,特 にStaphylococcus aureus, Staplylococcus

epidermidis, Streptococcus pyogenesな どの グラム陽性菌 に対

し優 れた抗菌力 を示 す1)。皮膚科領域 にお ける浅在性化膿性疾

患 ではS.aureus等 の分離頻 度が高 く,本 剤の抗菌力 より臨床

的有用性が期待 できる1,2)。

そ こで今回我々は,浅 在性化膿性疾 患にお けるCFDNの 有

効性,安 全性 を検討 した。

Fig. 1. Chemical structure of CFDN.

I. 対象 お よび方 法

1988年1月 か ら1988年3月 まで の3ヵ 月間 に当科 外 来

を受 診 し,同 意 の得 られ た 患者9例 を対 象 とした。 その

内訳 は,男5例,女4例,年 齢 は19～72歳 で,対 象疾 患

は毛 の う炎1例,廊4例,爪 囲 炎1例,感 染 性 粉瘤2例,

下腿 潰 瘍 の二 次 感染1例 で あ った 。また,CFDNは50mg

(力価)又 は100mg(力 価)カ プ セル を使 用 し,1回1カ

プ セ ル1日3回(150mg～300mg/日)を 投 与 し,本 剤 の

効果 判 定 に影 響 を及 ぼ す併 用薬 な らび に穿 刺,切 開 な ど

の外 科 的 処 置 は行 わ な か った。

II. 効 果 判 定

臨 床効 果:投 与 終 了時(治 癒 の場 合 はその時 点)の 全

般 改 善度 を も とに病期,病 勢,治 癒 までの期 間な どを考

慮 にい れ て,「 著 効 」,「有 効」,「やや 有効 」,「無効 」の4

段 階 で判 定 した。

細 菌 学 的効 果:起 炎 菌 と推 定 され る検 出菌 につ いて

「消 失」,「一部 消 失 」,「菌 交代 」,「不変 」の4段 階で判

定 した。 なお,軽 快 また は治癒 に よ り検 体採取 が不可能

とな った場 合 は 「消 失」 と判定 した。

III. 結 果

臨 床 効 果:CFDNを 投 与 した9例 の成 績 をTable 1

に 示 した。9例 の臨 床効 果 の 内訳 は著 効4例(44%),有

効4例(44%),や や有 効1例(11%)で あ り,有 効率は

89%で あ っ た。 な お,や や 有効 の1例 は爪 囲炎で分離菌

のS.aureusは 消 失 したが,自 他覚 症状 の改 善が不充分で

あ っ た。

細 菌 学 的効 果:臨 床 検討 を した9例 中8例 の病巣か ら

9株 の 細 菌 を分 離 した。 分 離 菌 の 内訳 は,S.aureus 5

株,Pzopionibacterium acnes 2株,coagulase negative

Staphylococcus 1株,Streptococcus milleri 1株 であ り,

S.aureus 1株 を除 き本 剤投 与 に よ り消 失 した。 また,分

離 菌 に対 す る本 剤 のMICはTable 2に 示 した よ うに

cefaclorに 比 べ 強 い抗菌 力 を有 して いた。

特 にS.aureus 5株 で は3.13の1株 を除 き,CFDNの

MICは0.05μg/mlと 低 か った 。本 剤 のMIC3.13μg/ml

の1株 はCCL>100μg/ml, DMPPC12.5μg/mlの
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MRSAで あ り,細 菌学的に も菌存続の結果であった。

IV. 副 作 用

対象患者9例 中1例 に軟便,1例 に発疹がみ られた。

そのうち軟便のみられた1例 は投与開始2日 目より同症

状が出現した。本症例 は感冒のため他科にて他の抗生剤

が処方されたので本剤の投与 を中止 した ところ,投 与中

止後8日 目で消失 した。また,発 疹のみ られ た1例 は投

与開始後4日 目よ り同症状が出現 したため本剤の投与 を

中止し対症療法を実施 した結果,発 疹は投与中止後4日

目で消失した。なお,い ずれの症例 も併用薬がないため,

本剤との因果関係 は,軟 便が認められた症例 は"可 能性

あり"と,発 疹の認め られた症例 は"多 分 あり"と した。

臨床検査は,本 剤投与前 ・後 に8例 で実施 されたが,い

ずれの症例 におい て も異常 変動 は認 め られ なかった

(Table 3)。

V. 考 察

皮膚科領域における感染症患者は,経 口投与で治療可

能な症例が大部分を占めてお り,こ れら感染症の原因菌

はS.aureusを 主体 とす るグラム陽性球 菌であ る場合 が

多い3)。そこで本領域 における細菌性感染症の治療 には

S.aureusに対 して強い抗菌力を有 し,皮 膚への組織移行

がよく,服 用しやすい剤型であ り,か つ副作用の少ない

薬剤が望 まれる。CFDNの 抗菌力はS.aureusは もちろん

のこと,S.epidermidisな どに対 して も強 い抗菌力が認め

られ,さらにメチシ リン耐性S.aureusに 対 して も中等度

の抗菌力が認められている1)。また,本 剤 の皮膚組織への

移行率は投与4時 間後 で血中濃度の約30～40%で あると

報告 されている2)。加 えて,臨 床効果 は我 々の検討で も9

例中4例 が著効,4例 が有効で,全 体の有効率 は89%と

非常に高い ものであった。なお,や や有効 と判定 された

症例 は爪 囲炎で本剤50mg×3/日 を8日 間投与 し,起炎菌

は消失 したが,自 他覚所見がやや改善に とどまった もの

である。ただ し,本 症例 では指示 どおりの服薬がな され

ていなか ったため有効性 が低下 した と思われた。細菌学

的効果 は,9株 中8株 が消失 をみてお り,ま た抗菌力 も

cefaclorに 比べ優れ ていた。一方,副 作用は消化器症状

をは じめとして2例 に認 め られたがいずれ も軽症で重篤

な ものは認め られなかった。 また,臨 床検査値 の異常 も

認め られ なかった。以上の結果 より新 しい経口セファロ

スポ リン剤CFDNはS.aureusに 対 し強 い抗菌力 を有 し,

皮膚組織への移行 もよ く,1474例 で検討 された成績で は

3.1%と 副作用が少 な く2)さらに剤型 が小 さな カプセル

剤で非常 に服薬 しやすいもの となってお り,皮 膚科領域

における細菌性感染症の治療 に非常に有用である薬剤 と

考え られ る。

文 献

1) MINE Y, KAMIMURA T, WATANABE Y, TAWARA

S, MATSUMOTO Y, SHIBAYAMA F, KIKUCHI H,

TAKAYA T, KUWAHARA s: In vitro antibacterial

activity of FK482, A new orally active cephalospor-

in. J.Antibiot. 41: 1873-1887, 1988

2) 第36回 日本化学療法学会西 日本支部 総会, 新薬 シ ンポ ジ

ウム。FK482, 高知, 1988

3) 荒田次郎, 山本康生, 池田政身: 皮膚科領域 におけ る抗

生物 質の現状。皮膚科の臨床26: 721～739, 1984

A NEW CEPHEM ANTIBIOTIC, CEFDINIR, IN

DERMATOLOGICAL INFECTIONS

TAMIYO AKAEDA and YASUO ASADA

Department of Dermatology, Kansai Medical University

(Director: Prof. YASUO ASADA)

1 Fumizono, Moriguchi, Osaka 570, Japan

We investigated the clinical efficacy of a new cephem antibiotic, cefdinir (CFDN), in 9 patients: 1 with

folliculitis, 4 with furuncle, 1 with paronychia, 2 with infected atheroma, and 1 with secondary infection.

CFDN was administered orally at a dose of 50-100mg three times a day for 3-12days. Clinical response was

excellent in 4 cases, good in 4 and fair in 1, and the overall efficacy rate was 89%.

The bacteriological efficacy against isolated organisms was: eradicated in 8 of 9 strains, with an eradica-

tion rate of 89%.

Two patients complained of adverse reactions, such as soft stool and eruption. But these disappeared

immediatel after withdrawal of the drug.


